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学位論文内容の要旨
【目的】HCM 患者における Fragmented QRS(fQRS)の心室性不整脈イベント(VAEs)予測
因子としての有用性を検討する。
【方法】HCM 患者 146 例を対象とし、fQRS と心血管イベント（VAEs、心不全入院、全
死亡）の関連性について検討した。
【結果】5.3 年の平均観察期間において、初診時 fQRS を有する群で VAEs が多く発生して
いた (54% vs. 23%, P<0.001)。さらに初診時 fQRS を有さなかった 100 例において、新規
fQRS 出現と心血管イベントとの関連性を検討した。4.6 年の平均観察期間において、新規
fQRS 出現群で VAEs が多く発生していた(42% vs. 13%, P=0.001)。多変量解析では新規
fQRS の出現は VAEs 発生の独立した関連因子であった(HR: 4.29, 95% CI: 1.81–10.2; 
P=0.001)。 




に発生する fQRS が心筋症障害や VAEs のスクリーニングとして有用であるかの評価を行
うことを目的とした。
研究の成果：146 人の心電図検査にて 46 人に fQRS を認め、そのうち 63％に VAEs が発
生した。一方で、fQRS を認めない 100 人においては 32％のみの VEAs 発生率であった。
さらに fQRSを認めなかった 100人のうち 33人に新規に fQRSを認め、44％と高率にVAEs
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